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金融 。 ITを 核 に した街づ くりにつ いて意見
を交わすパ ネ リス トら=名 護市 ・万 国津梁館

理
事
は
、

同
会
議
が
新
た
な

金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
発
表

の
場
か
ら
、

金
融
と
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
街
づ
く
リ
ヘ
と
変

第
４
回
沖
縄
金
融
専
門
家
会
議

（主
催

・
県
い
名
護
市
、

国
際
情

報
通
信

・
金
融
特
区
推
進
協
議
会
）
最
終
日
は
９
日
、

名
護
市
の
万

国
津
梁
館
で
行
わ
れ
（
金
融

・
情
報
を
融
合
し
た
街
づ
く
り
を
テ
ー

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、

慶
応
大
学
経
済
学
部

の
池
尾
和
人
教
授
や
日
本
総

合
研
究
所
調
査
部
の
翁
百
合

高
技
術
持
つ
移
住
者
活
用
も

東
海
大
学
助
教
授

高
度
医
療
の
整
備
必
要

沖
縄
は
長
寿
県
と
し
て
知

ら
れ
、

団
塊
世
代
の
定
年
退

職
後
の
移
住
希
望
先
の
ト
ッ

プ
に
挙
げ
ら
れ
る
が
い地
方

で
は
民
間
病
院
が
少
な
く
、

県
立
病
院
は
外
来
患
者
が
集

中
す
る
中
本
来
果
た
す
バ
き

高
度
医
療
が
提
供
で
き
て
い

な
い
。

移
住
者
が
安
心
し
て

住
め
る
医
療
環
境
が
必
要
。

移
住
者
の
た
め
の
リ
タ
イ

範
馨
肇
粂
碑
一

街
づ
く
り
や
企
業
誘
致
促

進
の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
る

ｉ
■
■
・　
　
．

大
材
育
成
に
つ
い
て
い
翁
理

！事
は
■
短
期
的
に
は
企
業
ニ

ト
ズ
に
応
え
る
た
め
産
官
学

あ
げ
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、

牛
長
期
厳
に
周
遥
業
家
を
荏

て
る
視
点
も
必
要
」
と
話
し

た
的，ぐ

　

　

　

　

！
！

池
尾
教
授
は
高
度
な
技
術

を
持
つ
移
住
者
を
活
用
し
た

教
育
や
そ
の
促
進
策
と
し
て

「移
住
者
が
子
弟
教
育
に
不

安
を
覚
え
な
い
よ
う
に
地
域

の
教
育
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

名
護
市
に
進
出
し
た
ニ
イ

ウ
ス
コ
ー
の
末
貞
郁
夫
会
長

や
外
為
ど
っ
と
コ
ム
の
大
畑

敏
久
社
長
は
い
本
土
で
の
研

修
な
ど
地
元
人
材
の
教
育
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。

今
後
の
展
開
と
し
て
、

Ｉ
Ｔ
を
推
斥
し
た
ビ
ジ
ネ
ヌ

モ
デ
ル
の
検
討
や
高
度
技
術

が
必
要
な
機
能
の
移
転
な

ど
、

将
来
の
市
の
発
展
に
つ

な
か
る
充
鎌
を
示
し
た
く

・元
名
護
市
長
補
佐
官
の
若

井
康
彦
ソ
ン
コ
ム
常
務
や
、

！名
桜
大
の
瀬
名
波
榮
喜
学
長

が
報
告
さ
れ
た
。　

　
　
一　

　

　

！　
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サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
イ
ン
ペ
ス
タ
ー

代
表

ら
も
、

企
業
誘
致
に
よ
る
人

一

材
育
成
の
可
能
性
や
大
学
教

育
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
指

摘
し
た
。　
　
　
　
　
　
・
！

環
境
保
護
に
つ
い
て
伝
え
て

い
き
た
い
。

森
林
保
護
に
資
金
供
給

ア
メ
ン
ト
コ
ふヽ
ふ
ュ
壬
ア
ィ

「

と
専
門
医
の
メ
デ
ィ
カ
ル
モ

ー
ル
を
併
設
し
（
地
域
住
民

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

移
住
者
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
、

地

域
医
療
に
も
貢
献
で
き
る
。

沖
縄
を
医
療
特
区
に
認
定

し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

一
括
し

て
患
者
の
カ
ル
テ
管
理
を
し

た
り
、

日
本
で
実
施
で
き
な

い
高
度
医
療
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
べ
き
だ
。

病
院
の
負

担
軽
減
や
知
的
人
材
の
集
積

に
つ
な
が
り
、

理
想
的
な
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
が
構

築
で
き
る
。

化
の
中
、

森
林
の
価
値
は
高

い
と
考
え
る
。　

一
人

一
人
が

持
続
可
能
社
会
に
向
け
て
ど

う
取
り
組
む
か
が
重
要
で
、

ス
ラ
ェ
ー

デ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

提
携
し
た
教
育
事
業
も
始
め

持
続
可
能
な
社
会
実
現
の

た
め
、

環
境
分
野
へ
の
資
金

循
環
が
不
可
欠
。

そ
の
構
造

を
つ
く
る
に
は
、

個
人
が
持

続
可
能
社
会
の
形
成
に
参

加
い
投
資
で
き
る
選
択
肢
を

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。昨

年
は
エ
コ

・
バ
リ

ュ
ー

ア
ッ

プ
ヽ
フ
ア
ン
ド
を
つ
く

っ
た
。

次
は
森
林
保
護
に
資

金
供
給
し
、

保
護
す
る
フ
ァ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
。
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